
第６回 NPO 法人ウッドデッキ（WD）理事会 
議事録 

１．開催日時：2024 年４月 26 日（金）16:00-17:00 

２．開催方法：Zoom によるオンライン 

３．出席者の数：5 名（参加対象者 6 名） 
実参加：４名 渡辺（代表理事・議長）、山極（理事）、カセム（理事）、 

秋山（監事） 
委任状：濱口（理事） 
事務局：辻 

４．議案： 
第１号議案 前回議事録報告 
第２号議案 2023 年度決算報告  
第３号議案 監査報告  
第４号議案 2023 年度アニュアルレポート案の検討 
第５号議案 2024 年度担当 
第６号議案 ウッドデッキ賞選考プロセスの確認  
第７号議案 ウッドデッキ賞賞状文案とトロフィー表記について 
第８号議案 その他 

５．議事の経過の概要及び議決結果 
第１号議案 前回議事録報告 
議長は、前回議事録について報告し、これが確認された。 

第２号議案 2023 年度決算報告 
 議長は、2023 年度の活動計算書、貸借対照表及び財産目録等について報告し、これが確
認された。 

第３号議案 監査報告 
秋山監事は、2023 年度の事業報告及び会計報告に対する監査結果について報告し、これ

が確認された。 
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第４号議案 2023 年度アニュアルレポート案の検討 
 議長は、2023 年度アニュアルレポート案について報告し、これが確認された。 
 
第５号議案 2024 年度担当 
議長は、2024 年度担当案について説明し、その承認を求めたところ満場異議なく原案通

り承認可決した。 
 

第６号議案 ウッドデッキ賞選考プロセスの確認  
議長は、ウッドデッキ賞選考プロセスについて報告し、これが確認された。 
 

第７号議案 ウッドデッキ賞賞状文案とトロフィー表記について 
議長は、ウッドデッキ賞選考プロセスについて説明し、これが確認された。 
 

第 8 号議案 その他 
議長は、今後の予定について報告し、これが確認された。 

 
以上 

2024 年６月 25日             
          

議長              
 
 

 
議事録署名人 

   
 

 
議事録署名人 
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ウッドデッキシンポジウム 2023〜その後〜 
−未来の仕事 秋⽥に学ぶ過去〜現在〜未来− 

2024.6.8 森⽥純恵 
1. はじめに 

去る 5/23 の総会時に話題となった 2023.11.1 のシンポジウムから秋⽥県での変化に
ついて、以下に報告します。 

2. 変化点リスト 
1) シンポジウム当⽇の午前中のカセム先⽣のセッションでデータサイエンスの講座に

興味があるかという質問学⽣に投げられ、在学していれば是⾮受講したいと学⽣が
回答、その後、1 ⽉中旬に以下の案内を AIU より⼤学へ頂き、県⽴⼤学から 13 名
受講中。定員は 20-30 名の公募でしたが 36 名に増員対応頂いています。本学の受
講⽣達は、リモートでここまで学習できるのかとラズパイを使った講義に必死でつ
いていってます。また、その講座のレベルの⾼さにも⼿ごたえを持っている様⼦。
シンポジウム前であればこんなに多くの学⽣が参加することはなかったと思う。 
〜〜〜 

AIU により株式会社 Murakumo の協⼒のもと実施する『DX・データサイエンス
⼈材育成プログラム』につき、県内他⼤学（秋⽥県⽴⼤、秋⽥⼤、秋⽥公⽴美術
⼤）、秋⽥⾼専の学⽣を対象とした DX・データサイエンス分野の⼈材育成プログ
ラムが企画されました。2-7 ⽉までのリモート 16 回の講座。詳細は、以下。 

株式会社Muraku
mo・AIU 『DX・データ 

2) Orbray 社の話題が急に聞こえるようになりました。並⽊社⻑が活発に活動されて
いるのだと思います。県⽴⼤内や秋⽥市関係者、都内でも「秋⽥ ダイバーシティ 
ラボ」(仮称)を⽴ち上げ、並⽊社⻑が発起⼈。6/18-20 で事前交流ツアーが企画さ
れ、私は参加できないので本学の⼤学院⽣が同⾏します。AIU 副学⻑も参加。 

3) 2024.2.22 本荘由利テクノネットワーク主催の【学⽣×企業】学⽣発表会・コンテ
ストが毎年、本学では開催されていますが、Orbray 賞を私の研究室の学⽣が受賞
しました。これは偶然の話ですが、以下の URL にも⾒えるように学⽣が活発に
なってきたように感じています。 
https://www.akita-pu.ac.jp/oshirase/oshirase2023/8262  

4) 2023.5 ⽉頃に県庁デジタル⼈材育成のプログラムを 4 ⼤学連携で実施したく県庁
が推進するもギクシャクの関係でしたが、今年度は、昨年の 11/1 のシンポジウ
ムをきっかけに知り合った公⽴美⼤の先⽣がさっと⼿をあげてくれて、す〜っと交
流が始まりました。教員に登壇頂き、学⽣の参加も頂けるもの。 

〜以上〜 
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特定非営利活動法人ウッドデッキ 寄付金取扱規程

規程第３号

（目的）

第 1 条  この規程は、特定非営利活動法人ウッドデッキ（以下「当法人」という。）が受領

する寄付金に関し、必要な事項を定めることを目的とする。

（定義等）

第２条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによ

る。

（1）一般寄付金 個人または団体から使途の特定がなされないで受領する寄付金

（2）指定寄付金 広く一般に、当法人が使途を特定して一定期間募金活動を行うことにより

受領する寄付金

２ この規程における寄付金には、金銭のほか金銭以外の財産権を含むものとする。

（一般寄付金の募集及び使途）

第３条 当法人は常時一般寄付金を募ることができる。

２ 一般寄付金は、定款第５条に定める特定非営利活動に係る事業に使用するほか、当法人

の運営上必要な範囲で管理費に使用することができる。

（指定寄付金の募集及び使途）

第４条 指定寄付金を募集するときは、募集総額、募集期間、募集対象、募集理由、次項に

規定する資金使途及びその他の必要な事項を説明した書面を理事会に提出、承認を求めな

ければならない。

２ 指定寄付金は適正な募集経費を控除した残額の総額を、定款第５条の特定非営利活動目

的事業のうち特定の事業に使用することとして資金使途を具体的に定めなければならない。 

（受け入れ制限）

第５条 当法人は、寄附金等が次の各号のいずれかに該当するときは、その寄付金等の受け

入れを辞退し、寄付者に対して、受領した寄付金等を返還することができる。

（１）法律に抵触するとき

（２）当法人の業務遂行上支障があると認められるとき

（３）当法人が受け入れるときに、社会通念上不適当と認められるとき

（４）反社会的勢力に係るものからの寄付と認められるとき

（５）その他当法人が特に業務に支障があると認めたもの。
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（情報公開） 

第６条 当法人が受領する寄付金については、事務所への備置き及び閲覧等の措置を講ずる

ものとする。 

 

（個人情報保護） 

第７条 寄付者に対する個人情報については、別に定める個人情報保護方針（プライバシー

ポリシー）に基づき、情報を管理するものとする。 

 

（改廃）  

第８条  この規程の改廃は、理事会の決議により行うものとする。 

 

附則 

 この規程は、2023 年 11 月 1 日から施行する。 
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